
立体視
（「大学院有機化学上」、第二章、立体構造より）
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(C60)-(Ph4P)+•Ix の結晶構造（交差視の例）



Co(pyrimidine)2Br2 の結晶構造の部分 （平行視の例）

平行視で描かれている。点群は？

メタンでは？

FeN6 部分では？

キュバンC8H8 では？

メモ
T : 4C3 + 3C2
Th : 4C3 + 3C2 + 3σ
Td : 4C3 + 3C2 + 6σ
O : 4C3 + 3C4 + 6C2
Oh : 4C3 + 3C4 + 6C2 + 9σ



キラリティ
分子の対称性とキラリティの必要十分条件は、
　　『回映軸（転義回転軸）Sn を持たない分子はキラルである』

光学異性は、対称面あるいは対称心を欠いている分子に存在することが普通であるが、σ 
= S1, i = S2 であることから、上の表現はこれらを含む。

対称要素をまったく持たない（点群 C1である）とキラルである。実際は、かなり対称性

が高くてもキラルなものがある。点群、T、O、Cn、Dn がそうである。Cn 軸を持ちな

がらキラルである例は多い。竹とんぼの羽根は D2 である。

逆に、対称面も対称心もないのにキラルでない分子もある。対称要素として Sn のみを持

つ点群 Sn に属する分子である。

点群 S4 に属する分子の例

　　1,3,5,7-テトラクロロシクロオクタテトラエン

メモ「コットン群論の化学への応用」（丸善）より

ちなみに置換基のない場合の点群は？
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